謹啓　麦秋のみぎり、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、私こと○○○○はこのたび、高松社長のご懇情により、○○○○株式会社に入社、取締役として技術面の指導にあたることになりました。

　つきましては、浅学非才の身ではありますが、技術成果獲得のために微力を傾ける覚悟でございますので、何卒、ご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　まずは、略儀ながら書中をもってご挨拶申し上げます。
敬　具
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